
 

「振り返り」を真の力に 
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   『目標に向かって挑戦する強い気持ちを持ち学校生活を送ってほしいと思います。 

挑戦し続ける人こそ大きく成⾧することができるはずです。そんな皆さんでいてく 
ださい。』 
 上記は、今年パリで行われた夏季オリンピックに出場した日本代表選手の強い思 
いを私が受け止め、二学期の始業式に子供たちに話をした言葉の一部分です。 
 さて、１年間の学校生活で最も⾧い二学期も、気が付けば１２月。いよいよ締め 
くくりの１カ月を迎えます。 
 生活面の目標では「友達となかよくしたい」学習面では「漢字テストで１００点 
が取れるようにがんばりたい」等、教室には二学期当初に立てた子供たちの目標が 
掲示されています。子供たちが自分で立てた目標の達成状況は、どうでしょうか。 
 私たち教職員の使命には、子供たちの学力を伸ばすことにあります。その実現に 
向け、私たちは授業改善に取り組んでいます。授業改善の手立ては様々ですが、日 
々の授業で大切にしている点のひとつは、子供たちの「振り返り」です。 
 「振り返り」については、学習指導要領総則にも示されており、大切な学習活動 
のひとつです。「振り返り」を充実させることにより、私たち教員が目指している 
「主体的・対話的で深い学び」が実現につながります。子供たちには、授業を通し 
「何が分かるようになったのか」「どんな変容があったのか」「もっと考えたいこ 
とは何か」等、しっかりと自覚させることが大切です。「振り返り」とは、単なる 
感想ではなく、教科や学習内容に即して目的をもって行うことが求められています。 
 生活面や学習面の目標に対する「振り返り」も同様です。子供たちが目標を「振 
り返る」場面では、「できた・できなかった」と、結果のみで「振り返り」を行う 
ことがよく見られます。ご家庭でも、保護者の皆様と約束した目標では、わかりや 
すく判断できる結果に目が行きがちではないでしょうか。もちろん、結果は大切な 
「振り返り」の視点です。しかしそれだけでは、正しい「振り返り」にはなりませ 
ん。何よりも、子供たちが、自分の立てた目標としっかりと向き合うことから「振 
り返り」は始まります。目標に取り組み、自分にはどんな伸びがあったのか。また 
今の自分の姿を見つめ、直さなければいけない点や改善すべき点にはどんなことが 
あるのだろうかと、自分自身に問いかけ考えることこそが大事な活動です。 
 師走１２月。師走の語源には、年末になるとお坊さんが各家を訪れ読経などを行 
うため忙しく走り回ることと言われています。他にも語源や由来はあるようですが 
年末は師走の「師」である教師が忙しいからとも言われています。学期末は、子供 
たちの大切な成績をまとめる頃ですので、いつの時代も教師は忙しい時期ではあり 
ます。しかし、私たち教員こそ、「できた・できなかった」という結果だけに重点 
を置くのではなく、子供たち一人一人の頑張りや伸びたところについてしっかりと 
「振り返り」をしていきたいと思います。 
 保護者、地域の皆様、昨年に続き令和６年も本校教育活動に際し、多大なるご支 
援ご協力を賜り、深く感謝申し上げます。すべての皆様にとって来る令和７年がよ 
い１年となりますようにご祈念申し上げます。 

                      
春日部市立武里小学校 
児童数５０３名 
令和６年１１月２８日 発行 

 
＜一生懸命 おもいやりいっぱい やり抜く子＞ https://schit.net/kasukabe/estakesato/ 
 
 
 
 
 
 
 
 

ました。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

家庭数児童配付 


